
令和 6年度 蓄電池等の製品の持続可能‖生向上に向けた基盤整備・実証事業

【事業名】データ流通システム・トレーサビリティ管理システムの電池規則細則・DD対応改修に
イ半うNR卜CTSの改修と海タト対応

事業者名 :株式会社野村総合研究所

実施期間 :令和 6年 8月～令不回フ年 2月

1.事業の背景・目的
ロウラノス接続機能を持つた欧州電池規貝」対応および自動車LCAに向けたカーボンフット
プリント算定ソリューションであるNRI―CTSについて、欧州電池規貝」CF齢田則やデュー
デリジェンスに対応するためにウラノスのトレーサビリティ管理システムのAPIの追カロ
や改修に対応するとともに、デューデリジェンスの法要求に含まれる個人情報に関して
中国等のように越境規制を有する国に所在する日本企業の海外サプライヤーがウラノス
エコシステムに参画できるように、NRI―CTSの基盤を中国等の越境規制が存在する国に
複製するための準備を行うことを目的とする。

2.補助事業の概要

口 2024年3月 から11月 にかけて、ABtCトレーサビリティシステムのAP12.0.0の実証テス
トヘの参カロ、また、本番システムヘの反映作業を実施した。また、AP13.0.0について

内容に関する技術検討を行い、課題点等を指摘し、修正要望を出した。

口 2024年 11月 時点で、欧州電池規則細則が未公表であり、事業性が不透明であることか
らNRI―CTS事業を中止し、開発・保守運用チームが解散となつたことから、技術検討の
成果をシステムに反映させ実証試験に参加することはできなかつた。

3.補助事業の成果
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